別添様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費支
	事業名: 情報科学芸術大学院大学　実習費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　教務担当　電話番号：0584-75-6600（内107）

E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,989千円（前年度予算額：2,459千円）

	事業内容


	１　事業の内容


ＩＡＭＡＳにおける教育・研究活動の現場を広く公開するために実施。例年、ＩＡＭＡＳ受験者の中には、オープンハウス及び卒業制作展に参加した人が多数みられることから、学生募集にも寄与している。
	２　所要経費


　事業費　3,989千円

○地域開放事業（名称；オープンハウス）441千円　
○成果発表事業（名称；卒業制作展）　2,937千円

○実習に関する教材・教具購入等　　　　611千円

　　　　　　　報償費（卒業制作展講師）　     122千円

　　　　　　　費用弁償旅費（卒業制作展講師等）101千円

　　　　　　　業務旅費　　　　　　　　　　　　62千円

　　　　　　　消耗品費（資材等）　　　　　 1,146千円

　　　　　　　印刷製本費（ﾁﾗｼ・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ）　　 479千円 

　　　　　　　役務費（来場者保険・発送費）   180千円
　　　　　　　委託料（卒業制作展）　       1,000千円　
　　　　　　　使用料・賃借料（卒業制作展）   899千円

	　　　　　　　
これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
・地域で働く意欲を持つ若者を育てる

・若者の就業を支援する

・高い価値を生み出す産業人材を育成する

	２　これまでの取組状況


ＩＡＭＡＳにおける教育・研究活動の現場を広く公開するために毎年実施してきた。
　・オープンハウス　対象：イアマス受験希望者、地域住民、地元企業等

　　　　　　　　　　内容：公開講座、ワークショップ、進路相談、イアマスの紹介

　　　　　　　　　　時期：7月下旬

　　　　　　　　　　会場：イアマス

　・卒業制作展　　　対象：イアマス受験希望者、地域住民、地元企業等

　　　　　　　　　　内容：修了予定者の作品展示・発表

　　　　　　　　　　時期：2月下旬

　　　　　　　　　　会場：ソフトピアジャパンセンター

	   ３　これまでの取組に対する評価


学校の地域開放は地域住民や受験生に対する当校の直接的なＰＲにより理解を深めてもらう絶好の機会である。またこれらの発表の場は学生募集及び就職活動へ寄与している。今後は、企業等へもっとＰＲできるよう内容等検討し実施していく。
　
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
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